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１．研究動機・研究目的 

近年多くの大学生が、部活動・サークル活動に積極的に参加している。ベネッセ教育総合研

究所(2008)の調査によると、大学生が学校関係の部活動やサークル活動に所属している割

合は 2 人に 1 人という報告がある。 また、大学生の多くが部活動やサークル活動に依拠

している中、企業側は、大学生の部活動に非常に注目しており、荒井（1999）の研究では、

社会人の活動や企業では学生時代の部活動といったグループ活動の経験を重要視している

ということが報告されている。さらに、橋本(2010)によれば、部活動は、社会に出る前の準

備期間としての役割があることを指摘しており、学生が所属している部活動で得たものが

社会に出た後に所属する組織に大きく影響している可能性が考えられる。 

一方、大学生の就職活動に目を向けてみると、多種多様な業界がある中で、大学生は様々な

想いを持って就職活動を行っている。そうした様々な想いを持った大学生がいる中で、東洋

経済オンラインが 2017年に就職活動を行った学生にアンケートをした結果、上位 10位中 6

社が金融業界の企業であった。そういった就職活動の現状において、永野（2005）は、就職

満足度には大学入試難易度以外に、大学における部活動が影響すると述べている。しかし、

部活動のどの側面が就職満足度に影響を与えているかに関する研究は、散見される程度で

ある。よって本研究では、社会に出る前の準備期間や企業が重視している部活動と企業の中

でも就職希望者が多数いる金融業界に着目し、部活動への組織コミットメントが就職活動

の満足度に及ぼす影響を明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究方法 

 本研究では、 J大学に通う、就職活動を終了した現時点で大学 4年生の快諾を得て、金

融業界の企業から内定が決まっており、現時点で大学の部活動に所属している大学生と所

属していない大学生にインタビュー調査を行った。インタビュー対象は、表 1のように、男

性 3名（43％）、女性が 4名（57％）、就職先は、銀行、証券、保険の 3つに分かれた。調査

期間は、9月下旬から 10月上旬に行った。インタビュー方法は、1対 1の半構造化インタビ

ュー調査を行った。まず、対象者に対して本研究の趣旨を伝え、都合の良い日時、場所等を

調整した。インタビューは、大学内の教室や喫茶店等雑音が少ない場所を選び、時間は、40

分から 50分を目安に実施した。 

 

 

 

 

 

 



 

３．主な結果と考察 

就職活動を終えた大学 4 年生の中で金融業界内定者が「部活動とはどのような存在であ

るか」「部活動を辞めたいと思ったことはあるか」「就職活動を振り返って、満足度を 100点

満点中何点と評価するか」という問いの質問の答えにしばしば現れる表現や言葉を抜き出

し、その言葉や表現を KJ法におけるグループ編成を行い、大ラベルが３つ、中ラベルを５

つに分類することができた。「将来への期待」のグループは、進路を選ぶ理由、就職の満足

度、内定先の現状、といった考えがあり、将来への想いや現状が集まったグループである。

「経験」のグループは、②困難への対処と③道のりの 2つの考え方が集まりである。その中

の②困難への対処は、就職先への不満、就職活動の後悔、部活によっての支障、理想と現実

のギャップ、部活とそれ以外に対する葛藤、悩みという考えによって構成され、③道のりは

就職活動のプロセス、面接の過程、個人の現状、就職活動での自分の武器という考えによっ

て構成されている。「結びつき」は、④部活動との結びつきと⑤組織の状況の 2つの考えの

集まりである。④部活動との結びつきは、部活に対する価値観、部活を続けた理由、部活を

辞めたかった理由、4年生としての自覚という考えによって構成され、組織の状況は、組織

の現状、役割、人間関係という考えによって構成されているということがわかった。 

 

４．結論 

本研究の結論は以下の 3点である。 

 

①. 部活動の組織コミットメントが就職活動に与える影響についての要因は、大きく分け

て、「将来への期待」、「経験」、「結びつき」の 3つのグループに分けられる。 

 

②.就職のプロセスの中で、業界を絞ることと第一志望を広い枠で考えている場合、就職活

動の満足度は高くなる。 

 

③. 部活動だけではなく、大学生活中に 1 番重きを置いた組織に対しての組織コミットメ

ントは、間接的に就職活動の満足度に影響がある。 
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